
続
・
読
み
継
が
れ
る
越
後
騒
動

佐
藤
　
宏
之

は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
拙
稿
「
読
み
継
が
れ
る
越
後
騒
動
　
　
　
「
越
後
騒
動
通

夜
物
語
」
と
「
越
後
騒
動
日
記
」
　
　
」
一
の
続
編
に
あ
た
る
。
筆

者
が
タ
イ
ト
ル
に
使
用
し
た
「
読
み
継
が
れ
る
」
と
い
う
行
為
に
は
、

二
つ
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
ひ
と
つ
の
書
物
が
「
読

み
継
が
れ
る
」
と
い
う
こ
と
、
二
つ
に
は
、
あ
る
事
件
（
本
稿
の
場

合
、
越
後
騒
動
）
が
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
に
よ
っ
て
「
読
み
継
が
れ
る
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
稿
で
は
「
越
後
騒
動
通
夜
物
語
」
と
「
越

後
騒
動
日
記
」
の
二
二
に
限
定
し
て
、
そ
れ
が
い
か
に
「
読
み
継
が

れ
た
」
の
か
を
検
討
し
た
。
い
つ
、
だ
れ
が
、
何
の
た
め
に
書
い
た

の
か
分
か
ら
な
い
謎
の
書
物
が
、
当
時
の
社
会
に
写
本
と
し
て
広
く

受
容
さ
れ
、
「
読
み
継
が
れ
て
」
い
っ
た
こ
と
の
歴
史
的
な
意
味
と

は
な
に
か
。
前
稿
で
の
課
題
は
、
①
書
物
の
伝
来
事
情
と
系
統
の
書

誌
学
的
研
究
、
②
書
物
の
世
界
と
読
者
の
関
係
性
と
い
う
二
つ
の
視

角
か
ら
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
実
録
物
に
対
し

て
、
歴
史
学
で
は
騒
動
の
定
説
に
お
け
る
虚
構
を
打
破
し
、
そ
の
実

態
を
解
明
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
内
容
は
虚
構
と
さ
れ
、
使

用
が
避
け
ら
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
〔
、
国
文
学
で
は
一
事
件
に
関

す
る
実
録
を
博
捜
し
整
理
す
る
こ
と
を
中
心
と
し
た
基
礎
研
究
か
ら

諸
本
の
生
長
・
拡
大
と
い
っ
た
内
容
吟
味
、
近
世
文
芸
諸
様
式
と
の

関
係
、
文
芸
化
へ
の
道
筋
と
い
う
「
応
用
編
」
と
も
い
う
べ
き
研
究

が
進
展
し
て
き
た
こ
と
（
に
端
を
発
す
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
越
後
騒

を
4



動
に
関
す
る
書
物
（
「
越
後
騒
動
物
」
）
の
悉
皆
調
査
を
開
始
し
た
。

前
壁
で
は
「
越
後
騒
動
通
夜
物
語
」
と
「
越
後
騒
動
日
記
」
が
、
大

名
家
な
ど
の
限
定
的
な
広
が
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、
教
訓
書
と
し

て
読
ま
れ
る
側
面
と
娯
楽
読
物
と
し
て
読
ま
れ
る
側
面
が
あ
っ
た
こ

と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
越
後
騒
動
が
将
軍
権
力

の
強
化
を
目
指
し
た
徳
川
綱
吉
の
「
御
代
始
」
の
改
易
か
ら
人
び
と

が
教
訓
と
す
べ
き
騒
動
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
御
家
騒
動
研
究
も

ま
た
、
個
別
事
例
研
究
か
ら
江
戸
時
代
を
通
じ
て
の
歴
史
的
な
位
置

づ
け
を
あ
き
ら
か
に
す
る
と
い
う
新
た
な
研
究
段
階
に
は
い
っ
た
と

提
起
し
た
。
し
か
し
、
①
書
物
そ
の
も
の
の
テ
キ
ス
ト
分
析
、
②
書

物
を
読
む
主
体
の
所
在
、
③
近
世
文
芸
諸
形
式
へ
の
転
化
の
あ
り
よ

う
を
検
討
す
る
と
い
う
課
題
も
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
克

服
す
る
こ
と
は
「
越
後
騒
動
物
」
の
受
容
と
そ
の
展
開
を
あ
き
ら
か

に
す
る
作
業
を
意
味
す
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
先
述
の
課
題
を
ク
リ
ア
す
る
前
提
作
業
と
し

て
、
「
読
み
継
が
れ
る
」
と
い
う
行
為
の
も
う
ひ
と
つ
の
側
面
、
す

な
わ
ち
越
後
騒
動
が
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
に
よ
っ
て
「
読
み
継
が
れ
る
」

姿
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

1
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
に
よ
っ
て
「
読
み
継
が
れ
る
」
越
後
騒
動

　
　
　
－
叙
述
と
構
成
に
よ
る
分
類
－

　
そ
れ
で
は
越
後
騒
動
が
ど
の
よ
う
な
書
物
に
よ
っ
て
「
読
み
継
が

れ
て
」
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
越
後
騒
動
物
」
の
悉
皆
調
査
に
よ

っ
て
作
成
し
た
「
越
後
騒
動
物
」
デ
ー
タ
ベ
…
ス
（
第
1
表
）
を
も

と
に
、
1
「
越
後
記
大
全
」
系
、
2
「
越
後
騒
動
通
夜
物
語
」
系
、

3
「
越
後
騒
動
日
記
」
系
、
4
「
越
後
騒
動
記
録
」
系
、
5
「
そ
の

他
」
の
五
つ
に
分
類
し
て
検
討
し
て
い
く
。
た
だ
し
、
書
名
が
同
じ

で
あ
っ
て
も
内
容
が
異
な
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
叙
述
と

構
成
に
よ
る
分
類
を
行
っ
た
。
「
越
後
騒
動
物
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

は
、
現
在
（
二
〇
〇
六
年
一
月
）
、
一
〇
〇
本
（
プ
ラ
ス
講
談
八
本
）

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
実
際
に
調
査
が
で
き
た
も
の
は
五

二
本
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
の
調
査
如
何
に
よ
っ
て
分

類
に
異
動
の
可
能
性
が
あ
る
と
と
も
に
、
本
稿
に
お
い
て
、
こ
の
五

二
本
に
し
か
言
及
で
き
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
き

た
い
。
ま
た
、
2
、
3
の
系
統
に
つ
い
て
は
句
稿
に
お
い
て
詳
し
く

言
及
し
、
そ
の
後
の
調
査
に
お
い
て
も
変
更
す
べ
き
点
が
な
い
た
め

省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
前
稿
を
参
照
願
い
た
い
。
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（
1
）
　
「
越
後
記
大
全
」
系
統

　
「
越
後
記
大
全
」
系
統
に
分
類
で
き
る
書
物
は
、
番
号
6
、
7
、

8
、
1
4
、
1
5
、
1
6
の
六
本
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
章
題
は
、
「
黄
門

秀
康
卿
御
由
緒
の
事
井
本
多
重
次
子
孫
越
前
家
へ
仕
ふ
る
事
」
か
ら

書
き
出
さ
れ
「
越
後
守
殿
御
父
発
御
帰
参
御
家
再
興
の
事
」
ま
で
八

二
項
目
が
確
認
で
き
る
。
第
1
表
の
書
写
情
報
欄
を
み
る
と
、
書
写

年
の
記
載
が
あ
る
も
の
で
最
も
早
い
の
は
、
「
越
後
記
大
全
」
（
番

号
7
）
で
あ
り
、
文
化
六
年
（
～
八
〇
九
）
九
月
に
書
写
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
「
越
後
記
大
全
」
（
番
号
8
）
は
、
奥
書
に
足
利
藩
主

松
平
忠
行
（
弘
化
四
年
企
八
四
七
〉
～
大
正
七
年
〈
一
九
一
八
〉
）

に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
「
東
京
書
籍
館
印
」
「
明

治
八
年
文
部
省
交
付
印
」
「
求
道
館
蔵
書
印
」
が
押
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
「
越
後
記
大
全
」
系
は
唯
一
刊
本
と
な
っ
た
書
物
と
も

い
え
る
。
1
4
は
丸
山
幸
治
郎
を
出
版
人
と
し
て
明
治
～
八
年
（
一
八

八
五
）
に
刊
行
さ
れ
、
1
5
は
村
井
露
営
・
鈴
木
主
水
・
早
稲
田
大
学

出
版
部
編
輯
に
よ
っ
て
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
近

世
実
録
全
書
』
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
1
6
は
博
文
筆
意
・
三
田
村
毒

魚
校
訂
に
よ
っ
て
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
博
文
館
か
ら
刊
行
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
解
題
に
は
「
寛
政
期
以
降
に
写
本
と
し
て
流
布
し

た
実
録
体
小
説
を
翻
刻
し
た
も
の
」
と
あ
り
、
6
、
7
、
8
な
ど
を

も
と
に
刊
本
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
し

よ
う
。

（
2
）
　
「
越
後
騒
動
通
夜
物
語
」
系
統
　
銀
前
極
参
照

（
3
）
　
「
越
後
騒
動
日
記
」
系
統
　
　
　
↓
前
稿
参
照

（
4
）
　
「
越
後
騒
動
記
録
」
系
統

　
「
越
後
騒
動
記
録
」
系
統
に
分
類
で
き
る
書
物
は
、
番
号
7
8
か
ら

9
9
ﾜ
で
の
二
二
本
が
挙
げ
ら
れ
る
。
8
1
は
「
新
宮
留
書
蔵
」
の
印
記

が
あ
り
、
紀
伊
国
和
歌
山
藩
の
江
戸
詰
家
老
水
野
忠
央
（
文
化
＝

年
企
八
一
四
〉
～
慶
応
元
年
く
一
八
六
五
V
）
の
旧
蔵
書
で
あ
る
。

津
山
郷
土
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
8
4
、
8
5
、
8
6
、
8
7
は
津
山
松

平
家
旧
蔵
書
で
あ
る
。
こ
の
家
は
、
越
後
騒
動
に
よ
っ
て
改
易
と
な

っ
た
越
後
松
平
家
が
元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）
に
再
興
さ
れ
た
家

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
騒
動
当
事
者
の
蔵
書
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
8
4
「
渥
美
氏
旧
記
」
は
く
渥
美
権
左
衛
門
手
控
〉
の
内
題
を

も
ち
、
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
六
」
月
二
三
日
か
ら
貞
享
四
年
（
一

トイ



六
八
七
）
一
二
月
一
五
日
ま
で
の
諸
事
覚
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
松

平
光
長
は
改
易
後
、
伊
予
国
松
山
へ
配
流
と
な
り
、
延
宝
九
年
七
月

一
日
に
江
戸
を
出
立
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
貞
享
四
年
一
〇
月
二
四

日
に
赦
免
さ
れ
、
一
一
月
二
五
日
に
松
山
を
立
ち
、
＝
一
月
一
五
日

に
江
戸
に
到
着
、
本
多
中
務
大
輔
の
屋
敷
で
あ
る
元
請
願
寺
前
の
屋

敷
に
入
っ
た
。
こ
の
渥
美
権
左
衛
門
と
い
う
人
物
は
、
光
長
に
同
行

し
た
人
物
で
、
五
〇
〇
石
一
四
人
扶
持
で
あ
っ
た
〔
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
記
録
は
配
流
先
で
の
様
子
を
記
し
た
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、

こ
の
書
に
は
「
美
作
府
蔵
」
の
押
印
が
あ
る
。
こ
の
押
印
が
あ
る
書

籍
の
ほ
と
ん
ど
に
、
津
山
藩
儒
昌
谷
精
渓
の
手
校
が
な
さ
れ
て
い
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。
昌
谷
精
渓
（
寛
政
四
年
〈
一
七
九
二
〉
～
安
政

五
年
〈
一
八
五
八
〉
）
、
名
は
碩
、
通
称
五
郎
、
備
中
川
上
の
人
で

昌
平
鰻
に
学
び
、
経
学
・
詩
文
に
造
詣
が
深
く
、
文
政
七
年
（
一
八

二
四
）
に
松
平
斉
民
に
侍
講
と
し
て
抱
え
ら
れ
た
。
精
渓
の
校
本
は
、

『
年
録
』
『
公
卿
補
任
』
『
大
日
本
史
』
な
ど
の
日
本
史
関
係
の
書

籍
が
主
で
、
つ
い
で
海
防
・
兵
法
関
係
の
書
籍
に
お
よ
び
、
そ
の
総

数
は
一
〇
〇
選
点
に
上
る
。
そ
の
校
正
方
法
は
、
誤
字
・
脱
字
・
年

代
等
の
誤
り
を
訂
正
し
た
も
の
で
、
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
か

ら
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
に
か
け
て
、
江
戸
藩
邸
（
鍛
冶
橋
邸
）

に
お
い
て
な
さ
れ
た
（
。
本
書
末
尾
に
は
「
嘉
永
己
酉
季
夏
中
三
校
閲

完
／
一
丁
寄
之
園
南
窓
下
翼
」
と
朱
書
さ
れ
て
お
り
、
嘉
永
二
年
（
一

八
四
九
）
夏
に
三
校
が
完
了
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
8
5
「
天
和
記
」

は
、
永
見
大
蔵
・
小
栗
美
作
・
荻
田
主
馬
・
野
本
右
近
・
小
栗
十
蔵

・
小
栗
兵
庫
・
小
栗
右
衛
門
・
小
栗
大
六
・
林
内
蔵
助
・
渥
美
久
兵

衛
・
安
藤
平
六
・
安
藤
治
左
衛
門
・
片
山
主
水
の
差
出
書
付
、
口
上

聞
書
で
あ
る
。
同
様
の
形
式
の
書
に
、
8
6
「
越
後
騒
動
覚
書
」
が
あ

り
、
こ
れ
に
は
小
栗
美
作
・
片
山
外
記
・
永
見
大
蔵
・
荻
田
主
馬
・

渡
辺
九
十
郎
の
聞
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
8
7
「
越
後
騒
動
記
録
」

は
、
延
宝
九
年
三
月
三
二
日
か
ら
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
二
月
一

五
日
ま
で
の
記
録
が
日
を
追
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
8
9
、
9
0
「
越
後

弓
長
公
御
領
没
収
下
節
御
用
控
」
は
、
騒
動
終
結
後
に
、
宇
和
島
男

伊
達
家
で
作
成
さ
れ
、
幕
府
大
目
付
に
提
出
さ
れ
た
記
録
で
、
延
宝

七
年
一
〇
月
の
公
儀
評
定
、
同
八
月
末
に
公
儀
評
定
が
開
始
さ
れ
て

か
ら
改
易
後
の
一
連
の
処
理
が
終
わ
る
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
四

月
ま
で
の
動
向
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
9
1
「
高
田
城
請
取
雑
記
」

は
、
明
治
期
に
子
爵
と
な
っ
た
榊
原
家
に
伝
来
し
、
現
在
は
榊
神
社

保
管
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
越
後
村
上
藩
主
で
あ
っ
た
榊
原

式
部
大
輔
政
倫
が
、
延
宝
九
年
に
牧
野
駿
河
守
忠
辰
（
越
後
長
岡

藩
）
、
前
田
（
松
平
）
大
蔵
大
輔
正
甫
（
越
中
富
山
藩
）
の
諸
大
名

と
共
に
高
田
城
請
取
役
を
勤
め
た
さ
い
の
記
録
で
あ
る
〔
。
9
2
「
越
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後
高
田
城
附
諸
事
控
」
は
、
長
野
県
水
内
郡
柏
原
村
で
長
く
宿
場
の

問
屋
兼
本
陣
や
村
役
人
を
勤
め
た
中
村
家
の
文
書
で
あ
る
。
奥
書
に

は
、　

　
右
此
書
は
熊
坂
村
平
塚
仲
右
衛
門
所
持
言
書
借
請
写
し
置
候
、

　
　
乍
然
不
分
明
之
儀
も
有
之
候
得
共
、
任
本
文
候
、
違
候
事
は

　
　
追
而
可
相
糺
も
の
也

　
　
　
寛
政
元
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
六
左
衛
門
利
為

　
　
　
　
己
三
年
六
月
　
　
　
　
　
　
　
同
　
千
五
郎
利
寳
書
足

と
、
熊
坂
村
平
塚
仲
右
衛
門
が
所
持
し
て
い
た
も
の
を
借
り
受
け
、

書
写
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
後
年
に
な
っ
て
、
間
違
い

が
あ
れ
ば
、
そ
の
訂
正
を
期
待
し
て
い
る
。
9
3
「
天
和
元
年
高
田
御

引
渡
之
記
録
」
は
、
村
役
人
で
あ
る
酒
井
家
が
所
持
し
た
高
田
城
引

渡
し
の
記
録
で
あ
る
。
9
4
「
天
和
聚
訟
記
」
は
、
永
見
大
蔵
以
下
五

人
の
御
預
か
ら
裁
決
ま
で
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
解
題
に
は
、

「
越
後
講
獄
の
口
書
目
安
全
部
を
収
録
せ
る
も
の
に
て
、
根
本
史
料

た
り
。
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
実
録
体
小
説
の
誤
謬
を
正
す
た
め
に

基
本
史
料
を
翻
刻
・
紹
介
し
た
も
の
と
い
え
る
。
9
5
「
松
平
越
後
守

家
来
裁
決
書
」
は
、
「
小
栗
美
作
以
下
の
判
決
文
を
収
」
め
た
記
録

で
あ
る
。
藩
政
に
関
わ
る
記
録
が
、
酒
井
家
や
信
濃
の
中
村
家
な
ど

地
域
の
人
び
と
の
文
書
群
の
な
か
に
あ
り
、
こ
の
騒
動
に
対
す
る
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
こ
れ
ら
「
越
後
騒
動
記
録
」
系
統
の
諸
本
は
、
騒
動
の
採
決
前
後

の
動
向
か
ら
高
田
城
の
受
け
取
り
ま
で
が
中
心
で
、
騒
動
の
基
本
史

料
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

（
5
）
そ
の
他

　
つ
い
で
、
そ
の
他
に
分
類
さ
れ
る
書
物
を
み
て
い
こ
う
。

　
6
8
「
飯
山
記
」
に
は
、
序
文
と
奥
書
が
あ
る
。
ま
ず
序
文
を
手

が
か
り
に
、
．
「
飯
山
記
」
の
成
立
事
情
を
み
て
い
こ
う
。
や
や
長
い

が
引
用
し
て
お
き
た
い
。

某
信
濃
国
飯
山
ノ
城
下
二
住
居
致
ス
者
ニ
テ
候
、
去
子
細
ア

リ
テ
越
後
騒
動
ノ
始
ヨ
リ
今
月
二
二
ル
迄
、
数
度
高
田
工
罷

出
、
在
家
町
中
忍
ヒ
廻
り
、
縁
ヲ
求
家
中
工
出
入
致
シ
、
忠

臣
・
不
忠
臣
、
勇
士
・
弱
兵
ノ
物
語
ヲ
聞
　
町
人
・
百
性
ノ

愁
喜
、
又
ハ
巷
ノ
浮
説
数
年
家
中
ノ
風
儀
、
国
主
器
量
等
ヲ

瀟
々
考
工
見
ル
ニ
、
末
代
ニ
ハ
珍
シ
キ
コ
ト
ヲ
、
シ
、
小
栗

美
作
力
悪
逆
ノ
心
底
ハ
羽
隠
レ
ナ
シ
ト
錐
ト
モ
、
天
下
ノ
御

仕
置
ト
シ
テ
五
人
ノ
者
ヲ
御
預
ケ
ノ
上
製
、
永
見
大
蔵
・
荻

田
主
馬
其
外
為
方
ノ
モ
ノ
共
二
邪
心
モ
有
之
カ
ト
疑
ヒ
、
或

傷イ



ハ
美
作
父
子
俵
智
ヲ
以
酒
井
雅
楽
頭
殿
・
久
世
大
和
守
殿
・

渡
部
大
隅
守
殿
ヘ
マ
イ
ナ
イ
ヲ
運
テ
依
枯
ノ
沙
汰
ト
シ
テ
如

此
カ
ト
云
、
或
ハ
主
馬
方
美
作
方
ト
家
中
昏
黄
リ
自
分
々
々

ノ
土
管
ヲ
即
事
ヲ
起
シ
タ
ル
ト
天
下
二
於
テ
其
ト
リ
沙
汰
色

々
也
、
然
レ
ト
モ
越
後
守
殿
自
身
ノ
仕
置
ト
云
フ
コ
ト
モ
ナ

ク
、
増
シ
テ
美
作
ヲ
忠
臣
ト
云
フ
者
ハ
一
人
用
ナ
シ
、
是
以

是
ヲ
思
フ
ニ
若
美
作
父
子
ヲ
御
預
ケ
ニ
被
　
仰
付
候
ハ
、
越

後
国
早
速
鎮
リ
民
万
歳
タ
ル
ヘ
キ
ヲ
、
却
而
五
人
御
預
ケ
被

成
、
其
外
為
方
ノ
者
ヲ
追
放
シ
暇
ヲ
給
リ
、
美
作
二
組
セ
シ

者
ト
モ
ハ
忠
義
ノ
ヤ
ウ
ニ
思
召
　
加
恩
新
知
等
ヲ
ア
タ
へ
給

フ
、
然
ト
モ
家
中
丈
長
騒
敷
ナ
リ
一
日
モ
治
マ
ル
コ
ト
ナ
シ
、

是
ヲ
以
是
非
分
明
ノ
儀
考
へ
月
給
フ
ヘ
シ
、
畢
寛
雅
駅
頭
・

大
隅
守
殿
依
枯
ノ
沙
汰
ニ
チ
モ
ナ
シ
家
中
自
分
々
々
ノ
意
恨

ニ
チ
モ
毛
頭
ナ
シ
、
大
蔵
・
主
馬
其
外
為
方
忠
義
ノ
存
念
ハ

粗
上
聞
ニ
モ
達
シ
御
老
中
ニ
モ
御
聞
及
給
フ
ト
カ
ヤ
、
然
リ

ト
イ
ヘ
ト
モ
如
此
二
成
行
タ
ル
コ
ト
ハ
嫡
子
三
河
守
殿
へ
美

作
能
々
手
入
致
シ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
、
為
方
ヲ
甚
逆
心
ト
聞
込
レ
、

若
年
ユ
へ
立
腹
浅
カ
ラ
ス
、
一
命
ヲ
カ
ケ
御
公
儀
へ
願
給
フ

ニ
ヨ
巳
テ
、
暮
方
ヲ
不
義
二
立
テ
候
テ
ハ
、
三
河
守
殿
堪
忍

致
サ
レ
ス
候
故
、
公
儀
二
八
主
従
ノ
分
ケ
ヲ
以
テ
一
言
ノ
御

詮
議
モ
ナ
ク
、
為
方
五
人
ノ
者
御
預
ケ
ニ
罫
書
付
、
諸
事
ノ

義
三
河
守
殿
願
ノ
通
ニ
ナ
ル
具
サ
ニ
知
ル
コ
ト
カ
ク
レ
ナ
シ
、

右
ノ
通
辞
方
ア
シ
ク
成
追
放
暇
ヲ
給
リ
タ
ル
者
ア
マ
タ
ア
リ
、

然
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
為
方
ノ
モ
ノ
ト
モ
主
君
ヲ
恨
心
モ
ナ
ク
、

美
作
ヲ
嫉
ム
風
情
モ
ナ
シ
、
身
ヲ
ス
テ
家
ヲ
去
テ
忠
義
忘
失

ナ
ク
、
土
竃
ノ
浦
迄
モ
主
君
ノ
御
家
長
久
ヲ
願
申
様
子
粘
力

ク
レ
ナ
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
世
中
二
是
ヲ
知
人
稀
也
、
然
レ
ト
モ

天
道
明
ラ
カ
ナ
レ
ハ
其
忠
貞
踏
込
ハ
天
下
二
顕
レ
可
動
扇
町
、

其
等
是
ヲ
悲
歓
シ
閑
暇
日
其
起
ヲ
給
テ
是
ヲ
ス
ク
ウ
騒
動
根

元
ヨ
リ
未
ノ
五
月
迄
ハ
通
夜
物
語
二
野
ク
記
ス
ユ
へ
是
ヲ
略

ス
、
其
後
サ
マ
く
ノ
百
年
ア
ル
ト
イ
ヘ
ト
モ
我
碇
不
覚
、

九
牛
ノ
一
毛
ナ
カ
ラ
モ
連
日
書
ト
メ
タ
ル
所
ヲ
筆
ニ
ノ
コ
ス
、

　
　
某
住
国
ナ
レ
ハ
、
此
書
ヲ
飯
山
記
ト
名
付
ル
者
也

　
序
文
に
よ
る
と
、
著
者
は
「
某
信
濃
国
飯
山
ノ
城
下
二
住
居
致
ス

者
」
と
、
信
濃
国
飯
山
の
城
下
に
住
む
者
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
「
某

住
国
ナ
レ
ハ
、
此
世
ヲ
飯
山
記
ト
名
付
ル
者
也
」
と
「
飯
山
記
」
と

名
づ
け
た
と
い
う
。
こ
の
者
は
、
越
後
騒
動
の
始
ま
り
か
ら
今
月
ま

で
、
数
度
高
田
へ
参
り
、
在
家
町
中
を
忍
び
ま
わ
り
、
縁
を
頼
っ
て

家
中
へ
出
入
し
、
忠
臣
・
不
忠
臣
、
勇
士
・
弱
兵
の
物
語
を
聞
い
て

き
た
。
町
人
・
百
姓
の
愁
喜
、
巷
の
浮
説
、
数
年
の
家
中
の
風
儀
、

研遷



国
主
器
量
等
を
考
え
る
と
、
こ
の
騒
動
は
末
代
に
は
珍
し
い
こ
と
が

多
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
執
筆
を
始
め
る
。
騒
動
に
対
す
る
世
の
な

か
の
評
価
は
、
小
栗
美
作
の
悪
逆
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
が
、
幕
府
の

裁
許
は
永
見
大
蔵
以
下
五
人
を
御
預
け
に
処
し
、
御
為
方
を
疑
っ
た
、

美
作
父
子
が
酒
井
雅
楽
頭
等
へ
賄
賂
を
送
り
、
「
依
枯
ノ
沙
汰
」
を

う
け
た
、
主
馬
方
、
美
作
方
の
遺
恨
な
ど
、
「
天
下
二
於
テ
其
ト
リ

沙
汰
色
々
也
」
と
い
う
。
し
か
し
、
御
為
方
の
者
が
、
主
君
を
恨
む

こ
と
も
、
美
作
を
嫉
む
こ
と
も
な
く
、
家
を
去
っ
て
も
忠
義
を
忘
れ

ず
、
主
君
の
御
家
長
久
を
願
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は
稀

で
あ
る
。
天
道
が
あ
き
ら
か
で
あ
れ
ば
、
そ
の
忠
義
と
貞
節
は
天
下

に
現
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
騒
動
の
根
元
か
ら
延
宝
七
年
五
月
ま

で
は
『
通
夜
物
語
』
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
後
、
さ
、

ま
ざ
ま
あ
る
う
ち
の
極
め
て
少
な
い
↓
部
分
で
あ
る
が
連
日
書
き
と

め
る
と
い
う
。
ま
た
，
奥
書
に
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
一
〇

月
下
旬
に
執
筆
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
越
後
騒
動
ノ
一
巻
延
宝
七
年
未
正
月
ヨ
リ
同
九
年
酉
ノ
秋
迄

　
　
品
々
ノ
事
ト
モ
侍
ル
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
其
ヲ
リ
カ
ラ
ハ
カ
、
ル

　
　
文
ニ
モ
綴
ラ
ン
ト
思
ヒ
シ
心
根
モ
ナ
ク
［
］
や
く
月
日

　
　
モ
行
シ
ユ
へ
微
細
ニ
ハ
覚
へ
侍
ラ
ス
サ
ル
ニ
、
依
テ
首
尾
不

　
　
毫
ノ
事
ノ
ミ
ナ
リ
カ
＼
ル
宜
シ
カ
ラ
ヌ
ロ
ニ
テ
文
ナ
ク
モ
筆

　
　
二
戸
ス
ヨ
シ
ア
サ
ケ
リ
ヲ
マ
ヌ
カ
ル
、
出
処
ナ
シ
、
シ
カ
ハ

　
　
ア
レ
ト
当
時
ノ
事
ナ
レ
ハ
相
当
レ
ル
人
ハ
見
モ
シ
聞
モ
シ
ツ

　
　
ラ
ン
カ
、
何
事
モ
年
経
レ
ハ
何
レ
ヲ
是
非
ト
疑
シ
コ
ト
多
キ

　
　
ナ
レ
ハ
イ
カ
＼
シ
ヌ
ン
ト
思
ヒ
シ
ニ
、
信
州
松
本
ノ
流
レ
ヲ

　
　
ク
メ
ル
人
二
心
ヲ
通
ス
有
度
く
音
信
候
置
酒
ヨ
リ
及
古
ト

　
　
モ
ナ
ラ
ン
カ
シ
ト
送
り
ニ
シ
ト
思
ヘ
ハ
、
高
田
浪
人
ノ
人
々

　
　
ノ
耳
ニ
モ
シ
カ
レ
ル
人
モ
ア
ラ
ン
ト
是
而
巳
ヲ
恥
一
笑
々
々

　
　
　
干
時
貞
享
四
丁
卯
年
三
月
下
旬

　
　
　
　
　
北
越
高
田
散
人
無
学
於
東
陽
書
也

　
奥
書
に
よ
る
と
、
何
ご
と
も
年
を
経
る
と
い
ず
れ
が
是
非
か
疑

わ
し
い
こ
と
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
首
尾
不
等
の
こ
と
の
み
筆
に

残
し
、
そ
れ
を
信
州
松
本
の
末
流
で
、
た
び
た
び
音
信
の
あ
る
友
に

送
る
と
い
う
。
ま
た
著
者
は
、
も
し
高
田
浪
人
の
耳
に
入
っ
た
ら
と

ば
か
り
恥
ず
か
し
く
思
う
と
の
心
情
も
吐
露
し
て
い
る
。

　
7
0
「
高
田
記
」
、
7
1
「
高
田
記
異
説
」
は
、
「
当
代
世
談
諸
集
大

成
」
の
「
巻
之
六
十
一
」
、
「
巻
之
六
十
二
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
「
当
代
世
談
諸
集
大
成
」
に
は
ふ
た
つ
の
発
端
が
記
さ
れ
て
お

り
、
「
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
丙
申
秋
」
の
年
記
が
あ
る
。
そ
の

発
端
に
は
、

　
　
一
等
等
し
て
世
に
ほ
と
こ
さ
ぬ
冊
子
品
々
あ
れ
と
も
、
好
事
の

↑瑠



　
　
者
も
ま
た
多
く
て
家
々
に
ひ
め
置
く
蔵
書
年
を
追
て
印
本
に

　
　
出
、
や
か
て
書
庫
の
手
に
わ
た
る
、
そ
れ
か
中
に
当
代
の
事

　
　
跡
は
大
か
た
偏
る
所
あ
れ
ハ
、
公
に
も
評
さ
せ
給
ハ
す
、
伝

　
　
写
の
侭
に
て
行
る
㌧
も
の
ま
た
少
か
ら
ぬ
を
、
い
ま
集
て
大

　
　
成
し
、
国
初
仕
来
の
時
勢
世
態
諸
家
の
興
廃
人
臣
の
□
□
、

　
　
且
ハ
名
士
の
言
行
を
も
縁
皇
猷
敬
栄
下
等
か
学
問
に
せ
さ
せ

　
　
ん
と
此
撰
に
筆
を
起
し
て
当
代
世
談
諸
集
大
成
と
名
づ
く

と
、
世
に
広
ま
ら
な
い
冊
子
が
種
々
あ
る
が
、
好
事
家
も
多
く
、
家

に
秘
蔵
し
て
い
た
蔵
書
を
印
刷
に
出
し
、
そ
れ
が
や
が
て
書
店
の
手

に
渡
る
。
そ
の
な
か
に
当
代
の
事
跡
は
大
か
た
揮
る
と
こ
ろ
が
あ
れ

ば
、
公
に
評
さ
せ
る
こ
と
は
な
く
、
伝
写
の
ま
ま
に
広
ま
る
も
の
も

少
な
く
な
い
。
い
ま
そ
れ
を
集
め
て
ま
と
め
、
国
初
以
来
の
時
勢
、

世
相
、
諸
家
の
興
廃
、
名
士
の
言
行
を
学
問
さ
せ
ん
と
筆
を
起
し
て

「
当
代
世
話
諸
集
大
成
」
と
名
づ
け
る
と
あ
る
。
ま
た
、
も
う
ひ
と

つ
の
発
端
で
あ
る
「
百
巻
志
発
端
」
に
は
、
「
天
明
甲
辰
（
天
明
四

年
・
一
七
八
四
）
の
夏
」
の
年
記
と
、
「
堀
季
雄
」
の
署
名
が
あ
る
。

こ
の
堀
季
雄
（
享
保
一
九
年
〈
一
七
三
四
〉
～
天
明
六
年
金
七
八

六
〉
）
と
は
い
か
な
る
人
物
か
。
こ
の
人
物
は
庄
内
藩
士
で
、
漢
詩

を
高
野
蘭
亭
に
、
兵
法
を
松
宮
観
山
・
山
県
大
弐
に
学
び
、
和
歌
・

俳
譜
を
嗜
み
、
琵
琶
に
も
長
じ
た
。
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
、
五

代
藩
主
酒
井
忠
寄
の
中
奥
小
姓
に
召
し
だ
さ
れ
、
同
六
年
世
子
忠
温

の
近
習
、
同
九
年
書
院
目
付
と
な
る
。
そ
の
後
、
明
和
三
年
（
一
七

六
六
）
郡
奉
行
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
鶴
岡
町
奉
行
、
翌
年
酒

田
町
奉
行
、
そ
し
て
天
明
六
年
江
戸
留
守
居
に
任
じ
ら
れ
、
役
料
と

も
二
五
〇
石
と
な
る
。
鶴
岡
・
酒
田
の
町
奉
行
在
職
中
、
商
人
ら
に

読
書
を
勧
め
、
酒
田
の
上
野
三
郎
右
衛
門
に
二
酉
房
の
屋
号
を
与
え

て
貸
本
屋
を
営
ま
せ
、
鶴
岡
で
は
丁
字
屋
門
吉
に
御
用
書
店
の
看
板

を
掲
げ
さ
せ
た
。
藩
主
家
の
系
譜
を
考
証
し
た
『
御
系
譜
参
考
』
八

巻
、
『
百
巻
史
』
九
四
巻
、
『
承
露
盤
』
二
〇
巻
、
『
日
の
枝
折
』
な

ど
の
随
筆
、
江
戸
と
庄
内
の
言
葉
を
対
比
し
た
『
浜
荻
』
な
ど
の
著

書
が
あ
る
（
。
さ
て
、
そ
の
発
端
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。　

　
観
山
先
生
講
論
の
余
談
に
し
は
く
申
さ
れ
し
は
、
世
上
の

　
　
学
者
と
宿
る
人
々
を
お
し
わ
た
し
観
る
に
、
古
と
異
国
の
事

　
　
に
精
し
く
し
て
今
と
吾
か
　
邦
の
事
に
疎
し
□
き
を
乗
て
遠

　
　
き
に
た
る
の
識
り
の
か
れ
難
く
や
と
、
季
雄
此
言
行
ふ
か
く

　
　
耳
に
留
り
て
あ
れ
ハ
、
児
輩
を
聚
め
て
長
い
路
里
に
図
□
す

　
　
る
、
掌
る
く
天
慶
已
来
の
御
政
治
豊
富
諸
将
士
の
佳
言
善

　
　
行
と
て
世
に
伝
へ
る
を
思
ひ
出
る
ま
＼
に
語
り
も
の
す
れ
と

　
　
人
々
の
生
れ
え
た
る
凝
性
の
強
き
あ
り
強
か
ら
ぬ
、
そ
れ
ハ

島遷



　
　
こ
と
く
く
聞
認
て
成
人
騰
勢
の
】
補
に
も
心
用
ん
こ
と
ハ

　
　
如
何
あ
る
へ
き
、
さ
れ
ハ
其
世
談
の
数
々
を
書
記
し
て
表
紙

　
　
あ
て
□
わ
た
し
な
と
一
部
の
冊
子
に
作
り
置
か
ば
、
毫
か
筆

　
　
の
跡
と
見
ん
う
ち
に
な
め
け
に
も
扱
は
て
時
々
読
り
考
を
も

　
　
加
へ
ん
か
と
安
永
丙
申
の
秋
思
立
て
此
撰
に
草
を
記
せ
し
、

　
　
初
念
ハ
天
慶
已
来
の
御
政
治
諸
将
士
の
佳
言
善
行
を
挙
て
□

　
　
流
布
す
る
記
録
の
う
ち
既
に
導
流
に
わ
た
れ
高
高
と
た
と
ひ

　
　
心
行
に
及
は
す
と
も
普
く
人
の
翫
ひ
な
れ
た
る
も
の
と
事
実

　
　
を
離
れ
て
議
論
に
係
れ
る
も
の
と
を
除
き
、
貫
生
ハ
こ
と

　
　
く
く
撰
ひ
入
て
↓
大
部
の
家
蔵
に
な
さ
ん
と
思
へ
る
ま
ン

　
　
に
、
当
代
世
談
諸
集
大
成
と
表
題
し
て
武
家
盛
衰
記
よ
り
筆

　
　
を
立
初
し
に
、
此
類
の
墨
型
を
普
く
都
鄙
に
求
れ
ハ
、
□
の

　
　
真
砂
林
の
落
葉
季
雄
か
衰
晩
の
今
よ
り
□
□
ひ
力
を
□
す
口

　
　
も
大
成
す
へ
き
事
か
は
既
に
百
巻
に
充
ね
れ
と
鳥
影
た
る
書

　
　
の
数
々
ハ
世
に
幾
十
百
部
か
有
ら
ん
、
護
に
名
づ
け
し
井
蛙

　
　
の
初
念
を
恥
お
も
ひ
、
且
は
老
智
も
頗
る
つ
か
れ
ぬ
れ
ハ
、

　
　
忽
ち
表
題
を
百
巻
志
と
改
め
て
禿
筆
を
欄
ぬ

　
す
な
わ
ち
、
観
山
先
生
が
講
論
の
余
談
に
申
さ
れ
る
こ
と
に
は
、

世
の
な
か
の
学
者
と
称
す
る
者
は
昔
の
こ
と
や
異
国
の
こ
と
に
は
詳

し
い
が
、
今
の
こ
と
や
わ
が
国
の
こ
と
に
は
疎
い
と
い
う
。
季
雄
は

こ
の
言
行
が
深
く
耳
に
残
り
、
天
慶
（
九
三
八
～
九
四
六
）
以
来
の

政
治
、
諸
将
士
の
佳
言
善
行
な
ど
世
に
伝
わ
る
も
の
を
思
い
出
す
ま

ま
に
語
れ
ど
も
、
人
の
生
ま
れ
も
ち
た
る
記
憶
力
は
強
い
よ
う
で
強

く
な
い
。
そ
こ
で
世
談
の
数
々
を
書
き
記
し
て
一
冊
の
冊
子
に
作
り

置
き
、
時
々
読
み
、
考
え
を
加
え
よ
う
と
安
永
五
年
の
秋
に
思
い
立

っ
て
筆
を
起
し
た
と
い
う
。
観
山
先
生
す
な
わ
ち
松
宮
観
山
（
貞
享

三
年
〈
一
六
八
八
〉
～
安
永
九
年
企
七
八
○
〉
）
は
、
江
戸
時
代

中
期
の
儒
学
者
・
思
想
家
・
兵
学
者
で
あ
る
。
北
条
流
軍
学
の
祖
で

あ
る
北
条
羽
帯
の
子
・
氏
如
の
弟
子
で
、
宝
暦
・
明
和
事
件
に
連
座

し
た
。
季
雄
は
こ
の
観
山
に
兵
法
を
学
ん
で
お
り
、
起
草
の
き
っ
か

け
は
観
山
の
講
難
中
の
余
談
に
あ
っ
た
。
人
が
も
て
あ
そ
び
な
れ
た

る
も
の
と
事
実
を
離
れ
て
議
論
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
き
、
そ
の
余

り
を
こ
と
ご
と
く
入
れ
、
　
一
大
部
の
家
蔵
と
な
す
た
め
、
「
当
代
世

三
雲
集
大
成
」
と
表
題
し
て
、
「
武
家
盛
衰
記
」
か
ら
筆
を
起
し
た
。

こ
の
類
の
世
談
を
国
中
に
求
め
れ
ば
、
す
で
に
一
〇
〇
巻
と
な
り
、

な
お
も
漏
れ
た
書
も
世
の
な
か
に
幾
一
、
○
・
一
〇
〇
部
も
あ
る
だ
ろ

う
。
井
蛙
の
初
念
を
恥
ず
か
し
く
思
い
、
ま
た
た
い
そ
う
疲
れ
た
の

で
表
題
を
　
「
百
巻
志
」
と
改
め
て
筆
を
お
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
書
は
、
堀
季
雄
が
安
永
五
年
に
「
当
代
世
談
諸
集

大
成
」
と
題
し
て
書
き
初
め
、
天
明
四
年
に
「
百
巻
志
」
と
表
題
を

翫遷



改
め
て
完
成
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
巻
六
一
に
あ
る
「
高

田
記
」
は
、
「
松
平
隠
岐
守
殿
在
所
伊
豫
松
山
に
て
越
後
殿
の
近
臣

黒
田
彦
四
郎
直
宿
の
夜
勤
番
の
毒
手
物
語
候
」
と
、
松
平
光
長
が
伊

予
国
松
山
へ
配
流
と
な
っ
た
さ
い
、
同
行
し
た
黒
田
彦
四
郎
が
夜
勤

の
者
に
語
っ
た
こ
と
を
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
黒
田
彦

四
郎
は
、
四
〇
〇
石
一
四
人
で
足
軽
大
将
を
勤
め
た
人
物
で
あ
る
（
。

そ
こ
で
は
光
長
を
「
越
後
守
は
元
来
雲
の
上
人
に
て
」
、
「
越
後
守

に
七
分
の
道
理
は
髄
に
御
座
候
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
そ
し
て

今
回
の
騒
動
を
「
畢
寛
時
節
到
来
人
力
の
及
さ
る
処
に
可
有
御
座
候
」

と
、
人
の
力
の
お
よ
ば
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ

い
で
、
巻
六
二
に
あ
る
「
高
田
記
異
説
」
に
は
以
下
の
序
文
が
記
さ

れ
て
い
る
。

　
　
是
は
元
正
間
記
の
中
、
越
後
の
騒
動
を
記
し
た
る
篇
に
前
巻

　
　
の
高
田
記
と
相
違
の
分
斗
を
略
抄
し
て
こ
こ
に
附
す
、
年
月

　
　
等
を
以
考
る
に
十
か
六
七
高
田
記
の
方
正
説
な
ら
ん
か
と
覚

　
　
ふ

　
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
高
田
記
異
説
」
は
、
「
元
正
間
記
」
と
「
高

田
記
」
の
記
述
の
違
い
を
記
し
た
も
の
で
、
「
高
田
記
」
の
ほ
う
が

正
説
で
は
な
い
か
と
評
価
し
て
い
る
。
「
元
正
掌
記
」
と
は
、
全
一

四
巻
で
、
元
禄
か
ら
正
徳
年
間
に
至
る
あ
い
だ
の
風
聞
や
記
録
を
集

録
し
た
も
の
で
あ
る
。
作
者
に
つ
い
て
は
明
記
さ
れ
た
も
の
が
見
当

ら
な
い
が
、
矢
野
公
和
は
「
本
書
は
当
時
の
武
家
社
会
と
相
当
深
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

関
わ
り
を
持
つ
者
の
手
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」

と
推
測
し
て
い
る
。
執
筆
動
機
は
、
そ
の
当
時
世
上
に
流
布
し
て
い

た
『
日
光
郁
郷
枕
』
な
る
書
を
手
本
に
し
た
『
鎌
倉
三
代
記
』
な
る

刊
行
本
も
で
き
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
当
代
の
実
話
を
揮
っ
て
古
代

に
仮
託
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
本
書
は
元
禄
－
正
徳
に
い

た
る
風
聞
・
雑
説
を
反
古
・
案
文
の
な
か
か
ら
整
理
し
て
、
そ
の
ま

ま
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
内
容
は
、
越
後
騒
動
の
一
件
、

堀
田
正
俊
の
半
生
記
、
皿
屋
敷
の
一
件
、
柳
沢
吉
保
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
事
蹟
、
生
類
憐
み
の
令
お
よ
び
そ
れ
に
よ
っ
て
派
生
し
た
犬

騒
動
の
一
件
、
水
戸
黄
門
光
囲
卿
の
こ
と
、
赤
穂
四
七
士
の
討
ち
入

り
の
一
件
な
ど
で
あ
り
、
綱
吉
が
名
君
で
あ
る
こ
と
を
、
越
後
騒
動

の
裁
定
に
私
心
を
は
さ
ん
だ
酒
井
雅
楽
頭
を
罷
免
し
た
事
実
を
軸
に

述
べ
、
以
下
、
当
の
越
後
騒
動
の
経
緯
を
た
ど
る
過
程
で
、
関
根
弥

次
郎
の
武
勇
や
男
伊
達
に
筆
が
お
よ
ぶ
。
し
た
が
っ
て
、
記
録
と
し

て
書
き
留
め
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、
筋
を
追
っ
て
ス
ト
ー
リ
ー
を

展
開
さ
せ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
「
此
騒
動
を
詳
か
に
書
た
る

は
、
越
後
騒
動
記
ト
云
本
有
レ
ハ
笈
に
略
し
其
大
概
ヲ
顕
わ
す
」
と
、

す
で
に
「
越
後
騒
動
記
」
と
い
う
書
が
存
在
し
、
そ
れ
を
前
提
と
し

を唱



て
執
筆
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
「
高
田
記
異
説
」
は
、
「
高

田
記
に
ハ
…
」
「
本
書
に
…
」
と
い
う
形
式
で
書
き
始
め
ら
れ
、
人

名
・
年
月
日
・
役
職
の
基
本
的
事
項
か
ら
内
容
ま
で
、
「
元
正
下
記
」

と
「
高
町
記
」
に
お
け
る
越
後
騒
動
の
記
述
の
誤
り
を
一
八
か
所
に

わ
た
っ
て
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
作
者
の
過
去
の
歴
史
を
添
削

し
、
訂
正
す
る
精
神
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
㎜
「
小
栗
美
作
執
政
之
間
有
功
記
」
は
、
小
栗
美
作
の
手
に
よ
る

東
中
江
新
田
三
万
石
、
西
中
江
新
田
一
万
石
、
大
漬
潟
新
田
二
万
石

な
ど
、
合
わ
せ
て
八
万
五
〇
〇
〇
石
余
の
開
発
、
直
江
津
港
の
修
港

と
関
川
の
川
耀
い
、
中
江
用
水
・
西
中
江
用
水
の
開
難
、
銀
山
の
発

掘
が
記
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
後
三
者
に
は
河
村
聴
官
の
功
績
が
大

き
く
、
「
中
将
殿
御
頼
ニ
テ
高
田
へ
来
」
て
、
事
業
を
取
り
仕
切
っ

た
こ
と
は
、
「
万
代
不
易
ノ
功
績
」
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の

書
の
解
題
を
執
筆
し
た
池
田
嘉
一
は
、
「
い
つ
ご
ろ
誰
に
よ
っ
て
書

か
れ
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
文
中
に
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）

に
美
作
の
鋳
造
し
た
高
田
銀
の
通
用
を
禁
じ
た
記
事
が
あ
る
の
で
、

そ
の
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
美
作
の
業
績
を

正
確
に
伝
え
た
も
の
と
は
言
い
得
な
い
が
、
か
れ
の
業
績
を
知
る
に

は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
こ
の
記
録
以
上
の
も
の
は
な
い
。
当
時
美
作
の

功
績
を
た
た
え
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
一
種
の
タ
ブ
ー
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
、
筆
者
は
名
を
秘
し
て
書
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
」
一
と

指
摘
し
て
い
る
。

　
以
上
、
本
節
で
は
越
後
騒
動
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
に
記
さ
れ

た
様
子
を
あ
き
ら
か
に
し
て
き
た
。
そ
れ
は
実
録
か
ら
記
録
ま
で
、

実
に
多
様
な
形
式
を
取
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
「
飯
山
記
」
で
は
騒

動
の
根
元
か
ら
延
宝
七
年
五
月
ま
で
は
『
通
夜
物
語
』
に
詳
し
く
記

さ
れ
て
い
る
と
あ
り
、
「
元
正
上
記
」
に
お
い
て
も
「
此
騒
動
を
詳

か
に
書
た
る
は
、
越
後
騒
動
記
ト
云
本
有
レ
ハ
震
に
略
し
其
大
概
ヲ

顕
わ
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
言
で
あ
き
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

こ
れ
ら
の
書
物
の
執
筆
・
の
前
提
と
し
て
、
「
越
後
騒
動
通
夜
物
語
」
、

「
越
後
騒
動
日
記
」
の
存
在
と
流
布
が
あ
っ
た
と
指
摘
で
き
よ
う
。

2

「
越
後
記
大
全
」
の
比
較
検
討

　
そ
れ
で
は
数
あ
る
写
本
の
な
か
で
、
唯
一
刊
本
と
な
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
「
越
後
記
大
全
」
を
と
り
あ
げ
、
諸
本
と
の
関
係
を
み

て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
第
2
表
は
「
越
後
記
大
全
」
の
目
次
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

斜
字
体
は
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
の
写
本
で
あ
る
8
の
「
越
後

記
大
全
」
と
刊
本
の
「
越
後
記
大
全
」
を
比
較
し
た
さ
い
、
削
除
さ

卜遷



れ
て
い
た
目
次
で
あ
る
。

　
9
「
荻
田
主
馬
由
緒
王
事
」
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。　

　
荻
田
主
馬
由
緒
愈
愈

　
　
荻
田
主
馬
は
、
先
祖
代
々
越
後
の
国
の
住
人
に
て
、
上
杉
の

　
　
家
臣
成
り
し
か
世
間
に
名
を
残
し
、
子
細
は
荻
田
守
十
郎
と

　
　
い
ふ
者
謙
信
に
仕
へ
、
小
姓
立
の
若
者
に
て
養
子
喜
平
次
景

　
　
勝
の
近
習
を
勤
し
に
、
去
ル
天
正
六
年
の
言
言
信
逝
去
以
後
、

　
　
養
子
景
虎
と
景
勝
と
家
督
を
争
ひ
兄
弟
合
戦
に
及
ひ
し
時
、

　
　
彼
の
孫
十
郎
画
面
虎
か
頼
ミ
切
だ
る
北
条
丹
波
守
と
云
ふ
大

　
　
剛
の
勇
士
を
書
留
め
し
面
向
虎
敗
軍
し
て
終
に
自
害
す
、
依

　
　
之
景
勝
は
叔
父
謙
信
の
跡
を
相
続
せ
ら
る
、
此
時
に
荻
田
か

　
　
武
勇
を
感
し
、
主
馬
と
名
を
改
め
さ
せ
て
寵
愛
せ
ら
れ
し
か
、

　
　
其
後
景
勝
会
津
へ
所
替
の
時
、
荻
田
は
故
有
て
浪
人
し
て
越

　
　
後
留
守
居
け
る
を
、
秀
康
公
召
出
し
給
ひ
五
百
石
を
給
り
し

　
　
か
、
或
時
大
神
君
越
前
へ
御
成
り
の
時
御
目
見
へ
仕
る
に
、

　
　
大
神
君
は
彼
か
義
を
能
御
存
に
て
、
上
杉
家
に
居
た
る
荻
田

　
　
主
馬
な
ら
す
や
、
左
あ
ら
ハ
小
身
に
て
召
仕
ん
は
無
念
也
、

　
　
一
万
輪
番
へ
ら
れ
よ
と
の
上
意
二
而
即
時
に
立
身
し
け
る
か
、

　
　
如
斯
三
代
君
に
仕
へ
て
光
明
卿
高
田
へ
国
替
の
節
高
田
へ
御

　
　
供
し
て
、
越
中
境
糸
魚
川
の
城
主
と
成
て
折
々
高
田
へ
出
勤

　
　
し
け
る
か
其
後
病
死
す
、
子
供
皆
早
世
、
彼
是
意
味
有
之
同

　
　
姓
隼
人
と
い
ふ
者
其
家
督
を
続
し
か
、
寛
永
年
中
死
去
シ
停

　
　
遺
跡
を
相
続
す
、
是
今
此
荻
田
主
馬
な
り

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
荻
田
主
馬
は
先
祖
代
々
越
後
国
の
住
人
で
、

上
杉
家
に
仕
え
た
。
の
ち
に
上
杉
景
勝
の
近
習
と
な
る
が
、
景
勝
の

会
津
所
替
え
に
さ
い
し
、
「
故
有
て
」
浪
人
と
な
る
。
そ
の
後
、
結

城
秀
康
が
五
〇
〇
石
で
召
し
だ
し
、
「
大
神
君
」
の
上
意
に
よ
っ
て

一
万
石
と
な
る
。
松
平
翼
長
の
高
田
移
封
に
伴
い
、
糸
魚
川
城
主
と

な
り
、
父
隼
人
が
寛
文
五
年
（
「
六
六
五
）
の
高
田
地
震
に
よ
っ
て

死
去
し
た
た
め
、
跡
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「
故

有
て
」
と
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
。
そ
れ
は
「
越
後
騒
動
日
記
」
一

〇
巻
の
「
荻
田
主
馬
由
緒
物
語
」
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
（
第
3

表
）
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
河
田
摂
津
守
の
処
遇
を
め
ぐ
っ
て
景
勝
と

主
馬
の
対
立
が
う
か
が
え
る
。
主
馬
は
景
勝
に
対
し
、
「
今
罪
う
た

か
ハ
敷
ヲ
以
て
暫
ク
御
免
可
然
と
申
」
し
あ
げ
る
。
景
勝
は
「
尤
之

由
二
て
、
河
田
壱
人
、
此
度
上
洛
之
道
こ
て
謙
罰
可
有
と
て
、
荻
田

を
ハ
国
二
残
し
置
き
、
天
正
十
四
年
五
月
十
一
日
、
河
田
ヲ
召
連
レ

上
洛
」
す
る
。
「
道
中
様
子
見
計
ヒ
、
弥
々
別
心
う
た
か
い
な
き
」

を
も
っ
て
、
越
前
国
敦
賀
に
て
河
田
を
誹
罰
す
る
。
ま
た
、
「
会
津

卜囎



江
移
替
之
節
、
荻
田
其
列
二
不
能
、
依
之
荻
田
は
心
中
不
快
こ
お
も

ひ
け
る
福
二
、
慶
長
五
年
庚
子
三
月
、
景
勝
石
田
治
部
少
輔
三
成
二

同
意
聞
へ
有
ル
ヲ
以
、
領
地
減
少
米
沢
愚
盲
之
時
、
荻
田
主
馬
弥
不

足
述
懐
有
乱
落
二
浪
人
と
成
」
と
、
景
勝
が
会
津
へ
移
封
の
さ
い
、

主
馬
は
そ
の
列
に
加
わ
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
不
快
に
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
三
月
に
米
沢
へ
減
転

封
さ
れ
、
こ
の
と
き
主
馬
は
浪
人
と
な
る
。
「
高
田
記
異
説
」
に
お

い
て
も
、
「
＝
秋
田
高
田
記
に
ハ
荻
田
主
馬
か
家
ハ
上
杉
家
の
士
に

て
誉
の
も
の
也
、
景
勝
会
津
を
田
中
放
米
沢
へ
三
十
万
石
に
て
移
ら

れ
し
時
、
主
馬
は
一
万
石
に
て
越
前
家
へ
出
、
糸
魚
川
の
城
を
預
る
」

と
、
主
馬
は
景
勝
が
会
津
か
ら
米
沢
に
移
る
さ
い
、
越
前
家
へ
召
し

抱
え
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
「
越
後
記
大
全
」
で
は
、
先
述
の
よ
う

に
会
津
所
替
え
に
さ
い
し
て
「
霜
天
て
」
浪
人
と
な
っ
た
と
あ
り
、

内
容
の
転
化
が
み
ら
れ
る
。

　
4
6
「
野
本
右
近
進
み
の
大
蔵
殿
へ
］
紙
取
戻
し
群
参
す
る
事
」

は
、
「
越
後
騒
動
旧
記
」
五
巻
「
於
大
蔵
殿
所
野
本
右
近
連
判
違
背
」

と
同
内
容
で
あ
る
。
野
本
右
近
は
「
先
達
て
差
出
し
候
一
紙
の
義
、

我
々
共
心
得
違
有
之
候
二
付
添
返
し
可
被
下
候
」
と
永
見
大
蔵
方
へ

申
し
出
る
。
大
蔵
は
こ
れ
を
聞
い
て
立
腹
す
る
が
、
「
各
不
心
得
な

る
誓
紙
留
置
て
も
詮
な
き
こ
と
な
れ
ば
成
程
御
返
扇
蟹
べ
し
」
と
申

し
、
江
戸
表
へ
差
し
出
し
た
誓
紙
を
「
取
寄
て
返
す
べ
し
、
夫
蓮
相

借
る
べ
し
」
と
返
答
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
野
本
は
「
夫
這
は
一

紙
は
返
し
給
ふ
と
被
思
召
候
か
」
と
申
し
置
い
て
帰
る
。
大
蔵
は
い

よ
い
よ
立
腹
し
て
、
「
不
面
千
万
成
ぬ
る
哉
」
と
「
は
か
み
し
て
葱

く
れ
け
る
」
。
石
井
勘
兵
衛
・
風
呂
（
間
力
）
孫
助
に
対
し
て
、
大

蔵
は
「
以
の
外
御
立
腹
に
て
↓
命
に
懸
て
成
共
と
被
申
し
由
、
若
御

詫
の
思
召
あ
ら
ば
□
取
な
し
差
申
べ
し
」
と
申
す
。
石
井
・
風
呂
は

大
い
に
驚
い
て
コ
紙
を
取
返
す
る
事
御
為
也
と
承
り
、
何
の
思
慮

も
な
く
人
並
二
参
り
て
何
れ
も
申
出
し
た
り
」
、
「
了
簡
違
ひ
に
て

一
紙
を
取
返
し
に
参
り
た
る
よ
し
、
何
分
御
免
早
戸
下
」
と
詫
び
た

た
め
、
大
蔵
の
「
心
と
け
て
、
然
者
申
分
な
し
」
と
、
両
人
は
「
御

為
方
に
な
り
」
。
こ
の
こ
と
に
対
し
て
、
「
今
は
入
用
な
き
故
に
、

此
両
人
い
つ
の
ま
に
や
ら
買
取
し
か
、
此
節
用
に
立
て
た
り
と
て
笑

ぬ
者
は
な
し
と
か
や
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
越
後
騒
動
日

記
」
に
は
石
井
・
風
呂
の
記
述
は
な
く
、
「
越
後
記
大
全
」
が
作
成

さ
れ
る
さ
い
、
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
4
7
「
二
親
岡
仁
兵
衛
↓
紙
の
義
二
付
好
斗
主
事
」
は
、
「
越
後
騒
動

通
夜
物
語
」
四
巻
「
豊
岡
仁
兵
衛
一
紙
取
返
ス
知
略
之
事
」
（
第
4

表
）
と
同
内
容
で
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
曲
豆
岡
仁
兵
衛
一
紙
の
義
二
法
認
斗
之
事

7
1

唱



愛
に
豊
岡
仁
兵
衛
と
て
悪
を
エ
ミ
人
に
勝
た
る
直
面
利
成
哉
、

此
者
者
釜
谷
面
桶
と
い
つ
る
町
人
の
子
也
か
、
美
作
に
は
人

の
侍
に
成
け
る
の
ミ
な
ら
ず
、
当
時
勘
定
役
を
導
け
り
、
然

る
に
芦
川
見
然
と
い
つ
る
外
科
の
取
持
に
て
一
紙
を
取
戻
す

了
簡
に
成
け
る
か
、
彼
一
紙
分
取
か
へ
し
な
ば
逆
意
方
と
呼

れ
て
、
小
栗
方
の
首
尾
あ
し
き
時
は
身
の
上
心
元
な
く
、
又

此
節
取
返
さ
ね
ば
悪
を
得
た
る
美
作
に
心
眼
ま
れ
て
□
気
味

わ
る
し
、
所
詮
知
謀
と
云
は
加
様
の
時
の
事
也
と
大
蔵
方
へ

只
一
人
行
て
申
は
、
い
つ
ぞ
や
面
々
差
上
候
一
紙
此
度
御
返

し
被
三
々
よ
し
承
り
二
間
、
受
取
に
参
た
り
と
西
入
け
れ
は

取
次
の
百
聞
て
、
夫
は
大
蔵
方
β
返
□
ん
申
と
い
ふ
に
て
は

な
く
、
何
れ
も
取
返
し
に
出
□
候
爵
、
追
而
返
し
可
申
し
由

也
、
其
元
に
も
鳶
職
人
数
に
て
候
や
と
導
け
れ
ば
、
籾
者
拙

者
の
承
り
違
ひ
に
て
大
蔵
殿
よ
り
御
返
し
被
成
金
と
存
乍
ら

不
審
案
参
り
た
り
、
前
期
披
露
被
下
ま
し
と
い
い
捨
て
帰
り

が
け
に
本
多
伊
織
・
野
本
右
近
杯
方
へ
相
廻
り
、
大
蔵
殿
江

一
紙
取
返
し
の
断
に
参
り
候
と
届
て
、
我
家
へ
帰
り
双
方
□

事
済
シ
た
る
心
地
し
て
居
た
た
り
は
に
て
ロ
な
し
、
人
を
早

い
わ
し
む
と
か
や
、
頓
て
聡
察
な
れ
て
双
方
の
物
笑
ひ
と
成

て
、
す
せ
う
台
引
出
シ
、
親
・
先
祖
這
も
の
わ
ら
ひ
と
な
り

　
　
□
を
あ
た
へ
け
り

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
豊
岡
仁
兵
衛
と
い
う
人
物
は
、
町
人
出
身
で
あ

り
な
が
ら
勘
定
役
と
な
り
、
芦
川
見
直
（
芦
河
見
理
）
の
取
持
で
一

紙
を
取
り
戻
す
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
取
か
へ
し
な
ば

逆
意
方
と
集
れ
て
、
小
栗
方
の
首
尾
あ
し
き
時
は
身
の
上
心
元
な
く
、

又
此
節
取
返
さ
ね
ば
悪
を
請
た
る
美
作
に
心
眼
ま
れ
て
□
気
味
わ
る

し
」
と
、
優
柔
不
断
に
決
め
か
ね
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
御
為
方
・
逆
意
方
双
方
か
ら
物
笑
い
と
な
り
、
町
人
出
身
と
い

う
素
性
を
引
き
出
し
、
親
・
先
祖
ま
で
も
物
笑
い
と
な
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
「
越
後
騒
動
通
夜
物
語
」
に
お
い
て
も
、
コ
紙
を

取
返
し
に
参
程
な
ら
は
逆
意
方
と
い
は
れ
、
自
然
逆
意
方
の
悪
男
時

は
罪
難
遁
、
若
美
作
本
の
こ
と
く
仕
置
等
被
致
は
御
為
方
と
云
、
去

美
作
悪
敷
被
思
召
て
は
大
事
也
」
と
、
「
越
後
記
大
全
」
と
同
様
に

記
さ
れ
、
「
本
よ
り
賎
し
き
者
の
成
あ
か
り
に
候
侭
取
上
試
着
も
な

け
れ
」
と
、
こ
こ
で
も
豊
岡
仁
兵
衛
が
町
人
出
身
の
「
賎
し
き
者
の

成
あ
か
り
」
で
あ
る
こ
と
が
引
き
出
さ
れ
、
取
り
上
げ
て
聞
く
ま
で

も
な
い
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
写
本
と
刊
本
の
「
越
後
記
大
全
」
を
比
較
し
、

削
除
さ
れ
た
目
次
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
と
も
に
、
「
越
後

騒
動
通
夜
物
語
」
や
「
越
後
騒
動
日
記
」
と
引
用
関
係
が
あ
っ
た
。

餅唱



し
た
が
っ
て
、
写
本
が
刊
本
と
な
る
さ
い
、
「
越
後
騒
動
通
夜
物
語
」

や
「
越
後
騒
動
日
記
」
と
重
な
る
内
容
の
箇
所
が
削
除
さ
れ
た
可
能

性
、
ま
た
は
8
の
「
越
後
記
大
全
」
と
は
別
の
写
本
を
も
と
に
刊
本

と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
そ
れ
で
は
、
ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
書
物
と
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
こ
で
「
越
後
記
大
全
」
6
8
「
阿
部
豊
後
守
殿
御
器
量
の
事
井

美
作
閉
口
の
事
」
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
評
定
所
に
呼

び
出
さ
れ
た
小
栗
美
作
に
対
し
て
、
寺
社
奉
行
の
阿
部
が
糺
明
す
る

様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
美
作
は
懐
中
よ
り
酒
井
雅
楽
頭
を
始
め
老

中
の
書
状
相
通
を
取
り
出
し
、
「
拙
者
国
の
仕
置
に
満
て
毛
頭
私
な

き
は
、
是
に
て
御
賢
察
下
さ
る
べ
し
、
百
事
斯
の
如
く
御
老
中
方
の

御
内
意
又
は
雨
量
図
を
以
て
取
計
ひ
候
」
と
申
し
上
る
と
、
阿
部
は

し
ば
ら
く
黙
然
と
し
て
い
た
が
、
や
が
て
美
作
に
む
か
っ
て
「
其
方

が
悪
事
は
其
一
言
に
て
顕
れ
た
り
、
其
方
仕
置
宜
か
ら
ざ
れ
ば
社
、

末
々
公
儀
の
御
詮
議
に
成
べ
き
を
思
ひ
、
其
節
の
申
訳
に
と
万
事
御

老
中
へ
伺
ひ
、
其
筋
の
下
知
書
を
取
置
き
し
に
相
違
な
く
、
然
な
く

ば
如
何
に
御
筋
目
の
御
家
柄
逆
、
忌
事
御
老
中
の
計
図
を
受
べ
き
様

な
し
、
後
々
六
か
し
く
導
べ
き
を
察
し
、
数
年
工
夫
て
逆
意
を
行
ひ

し
な
ら
ん
、
此
上
に
も
猶
申
開
あ
る
や
」
と
、
の
ち
の
疑
い
た
め
に

万
事
老
中
へ
う
か
が
い
を
立
て
、
下
知
書
を
取
り
置
い
て
い
る
こ
と

は
、
逆
意
の
行
い
で
あ
る
と
い
う
。
美
作
は
「
一
言
半
句
の
申
開
き

な
く
、
甚
だ
無
首
尾
千
万
に
て
期
日
も
下
り
け
り
」
と
あ
る
。
こ
れ

と
同
内
容
の
話
が
、
『
武
野
燭
談
』
〔
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
『
武
野
燭
談
』
は
全
三
〇
巻
で
、
江
戸
前
期
の
将
軍
、
大
名
、
旗

本
等
の
事
績
、
言
行
等
を
記
し
た
武
家
物
語
で
あ
る
。
宝
永
六
年
（
一

七
〇
九
）
一
二
月
臆
日
付
の
序
文
が
あ
る
。
著
者
は
不
明
だ
が
、
『
武

徳
編
年
集
成
』
を
編
ん
だ
幕
臣
木
村
高
笑
（
延
宝
八
年
〈
一
六
八
○
〉

～
寛
保
二
年
〈
一
七
四
二
〉
）
と
す
る
説
が
有
力
と
さ
れ
る
。
本
文

は
漢
字
仮
名
交
り
文
で
一
七
〇
前
後
の
項
目
か
ら
な
り
、
約
一
〇
〇

名
の
武
士
の
逸
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
徳
川
家
康
、
土

井
利
勝
、
酒
井
忠
勝
、
板
倉
重
宗
等
、
江
戸
幕
府
初
期
の
人
物
に
関

す
る
記
事
が
比
較
的
多
い
。
江
戸
時
代
に
広
く
読
ま
れ
、
神
沢
杜
口

の
『
翁
草
』
（
安
永
五
年
〈
一
七
七
六
〉
）
の
一
部
に
も
「
改
正
武

野
燭
談
」
と
し
て
改
訂
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同
書
の
「
阿
部
美
作
守

正
武
越
後
の
家
司
争
論
穿
繋
の
事
」
に
よ
る
と
、
評
定
所
に
お
い
て

荻
田
主
馬
の
事
例
を
挙
げ
て
の
問
い
に
対
し
、
美
作
は
「
何
れ
も
手

形
、
証
文
、
或
は
其
時
か
は
し
た
る
手
紙
な
ど
を
取
出
し
て
、
斯
様

に
罷
成
る
べ
し
と
、
兼
ね
て
存
じ
候
問
、
其
節
は
誰
某
よ
り
此
証
文

を
取
置
き
、
又
毒
心
に
は
誰
に
手
形
を
書
か
せ
、
又
或
時
は
誰
々
に

連
判
致
さ
せ
候
」
と
、
手
形
・
証
文
・
手
紙
な
ど
い
ち
い
ち
証
拠
を

餅遷



も
っ
て
申
し
開
き
を
し
、
そ
の
場
の
奉
行
、
頭
人
、
諸
役
人
が
み
な

「
籾
も
未
然
を
考
へ
け
る
分
別
者
か
な
」
と
感
心
し
て
い
る
。
阿
部

は
こ
の
行
為
に
対
し
、
「
其
方
主
人
越
後
守
、
三
河
守
殿
の
御
為
を

第
一
と
存
じ
て
、
仕
置
等
申
付
け
ん
に
は
、
証
文
、
手
形
な
ど
云
ふ

事
は
入
る
ま
じ
き
事
な
り
。
其
は
皆
自
分
の
身
晴
れ
、
後
の
言
ひ
開

き
第
一
に
、
兼
ね
て
巧
み
だ
る
非
義
に
て
、
至
極
の
悪
事
と
云
ふ
も

の
な
り
」
、
「
ロ
ハ
今
其
方
が
申
開
く
所
の
証
文
、
手
形
、
取
置
き
た

る
仕
方
は
、
全
く
主
君
へ
の
忠
義
を
ば
差
置
き
、
只
管
後
日
の
為
に
、

身
晴
申
分
を
第
一
に
公
事
を
巧
み
だ
る
な
り
」
と
、
証
文
・
手
形
を

持
っ
て
い
る
の
は
自
分
の
身
の
晴
れ
、
の
ち
の
言
い
開
き
の
た
め
に

あ
る
も
の
で
、
美
作
を
不
忠
第
一
の
者
で
あ
る
と
述
べ
、
越
後
守
の

御
為
第
一
に
藩
政
を
取
り
仕
切
っ
た
な
ら
ば
証
文
・
手
形
な
ど
は
必

要
で
な
い
は
ず
で
あ
り
、
正
し
い
道
理
を
も
っ
て
下
知
す
れ
ば
誰
も

異
議
を
申
さ
な
い
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

　
ど
ち
ら
の
書
も
、
成
立
年
代
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
ど
ち
ら
が
ど

う
引
用
し
た
の
か
，
必
ず
し
も
引
用
関
係
が
あ
き
ら
か
で
は
な
い
。

し
か
し
、
宝
永
六
年
段
階
に
お
い
て
、
美
作
が
書
類
を
証
拠
と
し
て

申
し
開
き
を
し
た
こ
と
に
対
し
、
そ
れ
を
「
不
忠
第
＝
と
阿
部
が

否
定
し
た
と
い
う
著
者
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。

　
以
上
、
本
節
で
は
写
本
と
刊
本
が
存
在
す
る
「
越
後
記
大
全
」
を

素
材
に
、
そ
の
目
次
の
比
較
か
ら
「
越
後
騒
動
通
夜
物
語
」
、
「
越

後
騒
動
日
記
」
と
の
引
用
関
係
、
お
よ
び
他
書
（
『
武
野
香
取
』
）

と
の
関
係
性
を
検
討
し
て
き
た
。
「
越
後
記
大
全
」
は
「
越
後
騒
動

通
夜
物
語
」
、
「
越
後
騒
動
日
記
」
の
存
在
が
前
提
と
な
っ
て
作
成

さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
今
後
は
『
武
野
聖
母
』
の
よ
う
に
越
後
騒

動
を
扱
っ
て
い
る
記
事
と
の
関
係
性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

む
す
び
に
か
え
て

　
本
稿
で
は
、
「
読
み
継
が
れ
る
」
と
い
う
行
為
の
も
う
ひ
と
つ
の

側
面
、
す
な
わ
ち
越
後
騒
動
が
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
を
と
り
あ
げ
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
式
で
「
読
み
継
が
れ
る
」
姿
を
あ
き
ら
か
に
し
て
き
た
。

　
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
が
作
ら
れ
る
前
提
と
し
て
、
『
越
後
騒
動

通
夜
物
語
』
と
『
越
後
騒
動
日
記
』
の
存
在
、
お
よ
び
流
布
が
あ
っ

た
。
た
と
え
ば
、
6
8
「
飯
山
記
」
に
は
、
「
騒
動
根
元
ヨ
リ
未
ノ
五

月
迄
ハ
通
夜
物
語
毒
筆
ク
記
ス
ユ
へ
是
ヲ
略
ス
」
と
「
越
後
騒
動
物

語
」
を
前
提
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
「
元
正
問
記
」

に
は
、
「
此
騒
動
を
詳
か
に
書
た
る
は
、
越
後
騒
動
記
ト
云
本
有
レ

傷尋



ハ
震
に
略
し
其
大
概
ヲ
顕
わ
す
」
と
、
「
越
後
騒
動
記
」
を
も
と
に

そ
れ
を
省
略
し
て
記
し
て
い
る
様
子
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
写
本
の

「
越
後
記
大
全
」
（
番
号
8
）
に
は
両
書
か
ら
の
引
用
関
係
が
う
か

が
え
た
。
そ
れ
は
「
越
後
騒
動
物
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
も
う
か
が

え
る
よ
う
に
、
他
の
類
書
に
比
べ
、
圧
倒
的
な
広
が
り
を
も
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
前
稿
で
も
あ
き
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

松
平
光
長
の
い
と
こ
で
、
越
後
騒
動
の
調
停
に
深
く
関
わ
っ
た
松
平

大
和
守
直
矩
は
、
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
四
月
二
五
日
に
「
越
後

騒
動
通
夜
物
語
」
を
読
み
（
、
和
歌
山
藩
付
家
老
三
浦
家
の
儒
医
で

あ
る
石
橋
生
庵
は
、
延
宝
九
年
四
月
七
日
に
「
越
後
騒
動
根
源
記
通

夜
物
語
」
を
借
り
て
読
み
、
ま
た
同
年
六
月
二
六
日
に
「
美
作
安
藤

九
郎
右
衛
門
奢
修
記
」
を
、
同
二
八
日
に
「
越
後
記
」
を
三
浦
氏
に

侍
読
し
、
同
年
七
月
＝
二
・
一
八
日
に
「
越
後
記
」
を
借
り
て
書
写

し
て
い
る
（
。
そ
し
て
、
「
某
信
濃
国
飯
山
ノ
城
下
二
住
居
致
ス
者
」

も
「
越
後
騒
動
通
夜
物
語
」
を
読
み
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
　
一

〇
月
下
旬
に
は
「
飯
山
記
」
を
記
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

藩
主
・
学
者
は
も
ち
ろ
ん
、
信
州
飯
山
城
下
の
住
民
も
読
み
、
そ
し

て
新
た
な
書
物
を
生
み
出
す
こ
と
も
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
越
後
騒
動
に
対
す
る
御
為
方
（
永
見
大
蔵
派
）
と
逆
意
方

（
小
栗
美
作
派
）
の
闘
争
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
は
、
「
越
後

騒
動
通
夜
物
語
」
、
「
越
後
騒
動
日
記
」
の
影
響
が
あ
っ
た
。
実
録

に
よ
っ
て
越
後
騒
動
の
物
語
性
が
語
ら
れ
る
一
方
で
、
記
録
類
に
よ

っ
て
事
実
の
確
認
が
行
わ
れ
て
き
た
。
7
1
「
高
田
記
異
説
」
で
は
、

7
0
u
高
田
記
」
と
「
元
正
下
記
」
の
比
較
・
検
討
が
行
わ
れ
、
そ
の

違
い
を
一
八
か
所
も
指
摘
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
過
去
の
歴
史
を
添

削
し
、
訂
正
す
る
と
い
う
著
者
の
精
神
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
は
前

上
で
も
あ
き
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
諸
本
の
奥
書
か
ら
、
過
去
の
歴

史
を
も
っ
て
現
在
の
模
範
に
し
ょ
う
と
す
る
執
筆
者
の
意
図
が
う
か

が
え
、
ま
た
将
来
に
お
い
て
添
削
・
訂
正
を
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
過
去
の
歴
史
に
添
削
と
訂
正

を
求
め
る
行
為
は
、
あ
る
書
物
が
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
よ
っ
て
、
さ
ま

ざ
ま
に
読
ま
れ
る
可
能
性
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の

よ
う
な
行
為
は
新
た
な
書
物
を
生
み
出
す
可
能
性
を
示
す
も
の
で
も

あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
そ
れ
で
は
な
ぜ
「
越
後
騒
動
物
」
が
「
読
み
継
が
れ
て
」
い
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
「
越
後
騒
動
物
」
の
な
に
が
「
読
み
継
が
れ
て
」

い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
書
物
の
引
用
関
係
を
含
む
関
係

性
の
検
討
、
お
よ
び
読
本
・
歌
舞
伎
・
講
談
と
い
っ
た
近
世
文
芸
諸

形
式
へ
の
転
化
の
あ
り
よ
う
を
描
き
出
す
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内

在
的
理
解
を
よ
り
深
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
に
し
て
も
「
読

卜↓



み
継
が
れ
る
」
と
い
う
行
為
は
奥
が
深
い
。

　
【
注
】

ω
「
読
み
継
が
れ
る
越
後
騒
動
－
「
越
後
騒
動
通
夜
物
語
」
と
「
越

　
後
騒
動
日
記
」
一
」
（
『
一
橋
論
叢
』
第
一
三
四
巻
第
四
号
、
二

　
〇
〇
五
年
一
〇
月
号
）
。
以
下
、
旧
稿
と
記
す
場
合
は
こ
の
論
文

　
を
指
す
。

②
北
島
正
元
編
『
御
家
騒
動
』
上
・
下
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九

　
七
〇
年
）
、
福
田
千
鶴
「
寛
文
・
延
宝
期
の
御
家
騒
動
」
（
『
幕
藩

　
制
的
秩
序
と
御
家
騒
動
』
校
倉
書
房
、
　
一
九
九
九
年
）
な
ど
。

⑧
『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
（
第
一
〇
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三

　
年
）
、
高
橋
圭
一
『
実
録
研
究
』
（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）
、

　
『
江
戸
文
学
　
特
集
実
録
』
第
二
九
号
（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇

　
三
年
）
な
ど
。

ω
「
松
山
井
福
山
江
御
供
強
面
帳
柳
原
時
代
分
限
帳
井
順
席
帳
」
（
新

　
潟
県
立
文
書
館
所
蔵
写
真
版
利
用
）
。

⑤
『
津
山
郷
土
回
報
第
一
六
集
　
愛
山
文
庫
目
録
　
和
書
・
漢
書
の

　
部
』
（
市
立
津
山
郷
土
館
、
　
｝
九
八
四
年
）
。

㈹
『
上
越
市
史
』
（
別
巻
5
、
藩
政
資
料
一
、
　
一
九
九
九
年
）
。

①
『
三
百
藩
家
臣
人
名
事
典
』
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
七
年
）
。

㈹
前
掲
注
4
参
照
。

⑭
矢
野
公
和
「
『
元
正
問
記
』
解
題
」
（
『
共
立
女
子
短
期
大
学
文

　
科
紀
要
』
第
二
二
号
、
　
一
九
七
九
年
）
。
同
書
お
よ
び
第
二
三
号

　
で
は
、
中
山
右
尚
に
よ
っ
て
共
立
女
子
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ

　
て
い
る
『
元
正
間
記
』
が
全
文
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

勘
「
小
栗
美
作
執
政
之
間
有
功
記
」
（
『
頸
城
文
化
』
第
二
二
号
、

（　
一
九
六
五
年
）
。

m
村
上
直
『
武
野
燭
談
』
（
人
物
往
来
社
、
一
九
六
七
年
）
。

轡
大
和
守
日
記
・
（
朝
倉
治
彦
羅
校
訂
『
日
本
庶
民
文
化
史
料

　
集
成
』
第
一
二
巻
、
芸
能
記
録
（
一
）
、
三
一
書
房
、
　
一
九
七
七

　
年
）
。

麟
和
歌
山
大
学
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所
『
家
乗
』
（
清
文
堂

（　
出
版
、
一
九
八
四
年
）
。

【
付
記
】

　
本
稿
は
、
近
世
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
一
二
月
例
会
（
二
〇
〇
五
年
三
月

一
〇
日
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
骨
子
と
し
て
い
る
。
貴
重
な
ご
教

示
を
い
た
だ
い
た
参
加
者
の
み
な
さ
ま
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
本
稿
は
平
成
一
七
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
補
助
金
（
特

別
研
究
員
奨
励
費
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

野刃
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